
０２月１９日（水）
開場　１９：３０
開演　２０：００～

MC　３０００ 円＋２drinks order
(２ステージ 入替なし　途中入場可) (1drink=６００円～)
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伊藤志宏
ピアニスト、ボタンアコーディオニスト、作曲家、アレンジャー、プロデュ
ーサー五歳の頃より祖⽗の岸川基彦にクラッシックピアノを師事する。
１４歳のとき東京交響楽団とベートーベンピアノコンチェルト三番を共演好
評を博す。慶応義塾経済学部⼊学後セロニアスモンクのソロピアノのCDを
聞いて「ジャズもいいかも」 と思い独学で始め⾳楽理論も同時に⼀⼈でぶ。
２３歳くらいからいつの間にかライブを始めるようになりプロ活動を開始特
にドラム、ベースのいない変則形態における演奏には定評がある。今現在、
ソロピアノ、ピアノトリオ、多様な編成での独自の活動を模索中。また沢⼭
の歌⼿から伴奏者、アレンジャーとして信頼を寄せられる。
＜リーダー作＞
2012年10⽉、自⾝の初リーダー、プロデュース作品「ladies & pianoman」
を発表、ウイリアムス浩⼦、畠⼭美由紀、⻘⽊カレン、たなかりかなど１０
⼈のボーカルを集め、ジャズスタンダードを独自の解釈で表現。2014年、
「ヴィジオネール」と3 cello varistion「タペストリア」をリリース。
2018年、3 cello varistion 2nd album「NOCTIODRIA」をリリース。

マルセロ⽊村  
1979年ブラジル サンパウロで⾳楽⼀家に⽣まれ、ギタリストである祖⽗の影響
にて幼い頃からギターに慣れ親しむ。タトゥイでMarcos DelHommo, Pacheco 
よりギターを師事。若⼲１６歳にして、タトゥイの⾳楽学校より講師のオファー
を受け指導。個⼈レッスンやライブハウス·ラジオ·テレビ局などでも演奏を⾏い、
その後ショー ロ·サンバ·ボサノヴァは勿論、ロックやジャズも同等にこなし、そ
れらをクロスオーバーさせた独自のサウンドスタイルを展開。2009年１⽉にイ
ンストゥルメンタル·サンバ ジャズ·ユニットMISO BANANAを結成し、2010年
1⽉にアルバ ム『Uirapuru』リリース。サウンドメーカーとしても国内外の多く
の有名アーティストより信頼を受け、サウンド 提供·アレンジ·レコーディングと
幅広くサポート。名古屋にMúsica&Bar Marcelo（ムジカ＆ バーマルセロ）を
オープンさせ国内外の有名アーティスト（⼩野リサ、パウラ·リマなど）との素
晴しいセッション やサウンドをお届けするとともに、若⼿に活動の場を与え育
成にも⼒を⼊れる。⽇々意欲的に⾳楽と向き合い、ソロとして世界に向け全国に
て活動中。2013年 １０⽉に、ソロ名義初となるアルバム『Morro Do Urbana』
をモーションブルー横浜でリリースLIVE2014年６⽉には、地元、名古屋ブルー
ノートにて「マルセロ⽊村CDリリースLIVE」を大成功におさめる。


